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注
射
針
が
入
っ
て
い
る
も
の
、
弊
社
が
特
許

を
持
つ
形
状
で
加
工
し
て
い
る
刃
先
な
ど
、

外
径
も
形
状
も
多
種
多
様
で
す
。
そ
の
中
で

も
最
も
細
い
部
類
に
入
る
外
径
0
・
18
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
の
注
射
針
の
加
工
を
し
た
時
は
、

外
径
が
細
い
こ
と
で
許
さ
れ
る
誤
差
も
小
さ

い
た
め
、
と
て
も
難
し
く
苦
労
し
ま
し
た
。

加
工
が
大
変
だ
っ
た
分
、
や
り
終
え
た
時
に

は
、
自
分
の
作
っ
た
注
射
針
が
誰
か
の
た
め

に
使
わ
れ
る
の
だ
な
と
思
え
て
、
大
き
な
充

実
感
と
や
り
が
い
を
感
じ
ま
し
た
。

　
弊
社
は
と
て
も
働
き
や
す
い
会
社
だ
と
思

い
ま
す
。
会
社
全
体
が
明
る
い
雰
囲
気
で
、

上
司
や
先
輩
、
後
輩
と
も
仲
が
い
い
で
す
。

特
に
先
輩
に
は
入
社
時
か
ら
何
で
も
教
え
て

も
ら
い
、
本
当
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま

す
。
私
も
こ
れ
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
を
身

に
つ
け
て
、
多
く
の
経
験
を
積
み
、
先
輩
方

の
よ
う
な
頼
れ
る
存
在
に
な
っ
て
い
き
た
い

で
す
。

　
明
る
い
会
社
と
頼
れ
る
先
輩

　
私
は
入
社
時
か
ら
製
造
部
研
磨
課
に
所
属

し
て
い
ま
す
。
担
当
は
、
半
自
動
の
研
削
機

械
を
操
作
し
て
、
製
品
の
規
格
に
合
う
よ
う

に
材
料
の
厚
み
を
調
整
す
る
作
業
が
主
な
も

の
で
す
。

　
注
射
針
は
、
た
く
さ
ん
の
工
程
を
経
て
ひ

と
つ
の
製
品
に
な
り
ま
す
。
少
な
い
製
品
で

も
６
～
７
工
程
、
多
い
製
品
に
な
る
と
13
工

程
を
経
て
完
成
し
ま
す
。
工
程
に
よ
っ
て
担

当
部
署
が
変
わ
り
、
研
磨
課
で
も
製
品
に

よ
っ
て
い
く
つ
か
の
工
程
を
担
当
し
ま
す
。

　
入
社
の
き
っ
か
け
は
、
弊
社
の
求
人
を
見

て
、
針
づ
く
り
っ
て
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の

だ
ろ
う
と
興
味
を
持
っ
た
こ
と
で
し
た
。
入

社
当
時
は
初
め
て
の
こ
と
ば
か
り
で
何
も
分

か
ら
ず
、
上
司
や
先
輩
方
に
は
た
く
さ
ん
助

け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
弊
社
の
製
品
は
、
特
殊
分
野
で
使
わ
れ
る

注
射
針
に
特
化
し
て
い
る
の
で
、
針
の
側
面

に
穴
の
開
い
て
い
る
も
の
や
注
射
針
の
中
に

　
や
り
遂
げ
た
先
に
充
実
感

世界一の注射針メーカーを目指して世界一の注射針メーカーを目指して
　
予
防
接
種
な
ど
の
注
射
を
、
誰
で
も

一
度
は
経
験
し
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
そ
ん
な
注
射
の
中
で
も
、
人

工
透
析
な
ど
の
特
殊
な
用
途
に
特
化
し

た
注
射
針
を
製
造
し
て
い
る
金
子
メ

デ
ィ
ッ
ク
ス
株
式
会
社
は
、
高
い
技
術

力
で
、
国
内
外
の
医
療
現
場
を
支
え
て

い
ま
す
。

金子メディックス株式会社
（槻沢342番地17）
【業種】製造業
【業務の内容】
医療用注射針製造
【問い合わせ】☎0287（36）6688

　
針
づ
く
り
に
興
味
を
持
っ
て

若若  人人ものづくり
ものづくり

Vol.34   Vol.34   
問い合わせ　　 商工観光課問い合わせ　　 商工観光課
� ☎ 0287（62）7130� ☎ 0287（62）7130

１トライステアポイント形状注射針（穴付き）。人工透析用の注射針で、刃
先は金子メディックス株式会社が特許を取得しているトライステアポイン
トという形状の製品　　溶接針。外径は1.2ミリメートル、先端から4ミリ
メートルは棒状、溶接部から後ろは長さ200ミリメートル～300ミリメー
トル、内径0.95ミリメートルのパイプになっていて、2つのパーツを溶接
して製造している　　バンプ（突起）加工を施した安全機能付きの人工透析
用留置針　　穴付き留置針。外径0.56ミリメートルで、側面に穴を開けた
留置針

３
4

２

竹田 有徳さん　製造部　研磨課　入社3年目 Takeda Yutoku

２

３

相　　談 相談日 時　　間 会　　場 問い合わせ・備　考

行政相談

10日㈫ 午後1時～3時 西那須野公民館
●国、県、市など行政の仕事に対する意見や要望
秘書課　　　　　　　　   　　　 ☎ (62)710911日㈬

午後1時～4時
いきいきふれあいセンター2階

25日㈬ 鍋掛公民館

不動産相談
(予約制) 23日㈪ 午後1時30分～

3時30分
県不動産会館県北支部
（黒磯文化会館前)

※相談日当日までに要予約。
県宅建協会県北支部　　   　　　 　☎ (62)6677

健康相談
食生活相談
(予約制)

9日㈪
午後1時30分～3時

西那須野保健センター ●保健師や管理栄養士による健診の結果相談や、
　その他心身の健康相談
黒磯保健センター　　    　　　　　☎ (63)110023日㈪ 黒磯保健センター

こころの相談
(予約制)

2日㈪ 午前10時～正午
午後1時～5時

西那須野保健センター ●�日本カウンセリング学会カウンセリング心理士による相
談
社会福祉課　　　      　　　　　 ☎ (62)702618日㈬ 黒磯保健センター

成年後見無料
相談会 (予約制) 17日㈫ 午前10時～正午 いきいきふれあいセンター ●障害者や認知症の人のための相談

社会福祉課                　　         ☎ (62)7026
ポラリス☆とちぎ

出張相談会
(予約制)

2日㈪ 午後1時30分～
4時30分 西那須野公民館 ●ひきこもりで悩んでいる本人、家族のための相談

社会福祉課　　　      　　　　　 ☎ (62)7026

人権相談 10日㈫ 午後1時～3時 西那須野公民館 ●人権相談、人権保護などの相談
市民協働推進課　　　　　　  　  ☎ (62)7019

マザーズコーナー
出張職業相談

12日㈭ 午前9時～正午 いきいきふれあいセンター
2階　子育て相談センター ●子育て中の人の出張就職相談

ハローワーク大田原      　 　　 ☎0287(22)226824日㈫ 午後1時～3時 つどいの広場「ま～る」
（南郷屋）

育児相談
（予約制）

16日㈪ 午前9時～
午後2時30分

西那須野保健センター
●保健師や栄養士などによる育児に関する相談
西那須野保健センター   　　 　　　☎ (38)1356

19日㈭ 黒磯保健センター

一人で悩まず困ったら相談を　　5月の各種無料相談カレンダー
相談会場ではマスクを着用し他の人との間隔をあけるよう、協力をお願いします。 各種相談の市ホーム

ページはこちら　→

編集後記
まさか、広報担当を卒業する日がこんなに早く来るとは。これま

での2年間を振り返ると、特集記事の企画に苦労したこと、良
い写真が撮れた瞬間の喜び、大変な仕事を「チーム広報」の力で共に
こなしてきたことと、忘れがたい思い出ばかりです。公務員の異動
は民間企業の転職に匹敵すると言われるぐらい、環境が激変。皆さ
んにこうして文章や写真を届ける機会はなくなりますが、市役所の
どこかで「この情報を分かりやすく伝えるには……」と広報魂を燃や
す職員であり続けたいと思います。心からの感謝を込めて。�（髙久）

１

４

弁護士による
法律相談 (予約制)

  ※年度内1人2回
　  まで可。

14日㈯ 午後1時30分～
4時30分 健康長寿センター ※5月2日㈪から受け付け開始。 定員18人。

市民福祉課　　　　　　　　　　☎ (37)6231

17日㈫ 午後1時30分～
4時30分 いきいきふれあいセンター ※5月2日㈪から受け付け開始。 定員18人。

社会福祉課　　　　　　　 　　　☎ (62)7135

広域無料法律相談
(予約制) 12日㈭ 午後1時30分～

4時30分
トコトコ大田原 市民交流センター
（大田原市中央1丁目）

※5月6日㈮から受け付け開始。 定員18人。
大田原市総務課　　　　　　　☎0287(23)1111

3月が終わり、あっという間に広報担当2年目を迎えました。こ
の1年を振り返ると、これまでの市役所生活の中で最も大変で、

九死に一生を得るような気分の体験が何度もありました。しかし、
まわりの良いメンバーに恵まれ、最も笑った年でもあり、終わって
みれば最高の1年でした。また、私を指導してくれた髙久さんには、
この場を借りて感謝申し上げます。この職場は人事異動が多いため、
さまざまな体験を共有できるのはほんの一瞬。これから起こるイベ
ントは国体タイトル同様「いちご一会」を大切にしたいです。�（鈴木）


